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An optical sensor system has been proposed for measuring the degree of parched coffee berry. The principle 
of the method is based on a scattering intensity of the light on parched coffee berry. The system consists of a 
sensor head including light source and light receiver, an amplifier, an A/D converter, a computer and a display. 
The results show that the optimum degree of coffee berry can be obtained when the scattering intensity is about 
83% of the maximum intensity and that the scattering intensity depends only on the degree of parched coffee 
berry and does not depend on the wavelength of the light source.
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ここでは,コー ヒー豆か らの レーザー光の散乱 ・反射量
が焼 き上が り度によって変化することを利用 して,そのば




積が広 く均～ になるように したが,さらに皿の回転 によっ
て異 なった領域 か らの反射 光 を平 均化 出来 る ように し
た.光 源 として は安価,かつ低消費電力 の面 で実用化 に最
適な赤色LED(波長650nm)および緑色LED(56◎nm)を,また
受光素子 にはフ ォ トダイオー ドを用い た.実 用性お よび
周囲光(雑光)除去 を考慮 して,これ らの光 源,受光 素子,回
転 皿等は暗箱 中に一体化 した.
フォ トダイオー ドか らの信号 は,増幅,A/D変換G2ビ ッ




生の コー ヒー豆は淡緑色 であるが,焼 き上 げと共 に黒褐
色 に変化 してい く.し たがって,そこか らの光反射量は波
長 によって多少の変化 はあるが,一般 的には徐 々に減少す
る と推測 される.
測定セ ンサー部お よびシス テム構成 をF重g.圭に示 す.シ
ステム全体 はセ ンサ ーヘ ッ ド部 とフ ォ トダイオー ドでの
受光信号 処理系(増 幅,A/D変換,処 理,表 示)に大別 され
る.通 常 コー ヒ～豆の焼 き上 げは2◎分程度で行 われるの
で,1分毎にサ ンプ リング した2薩 類の豆 を用いた。 この豆
を直径約15c欝程度 の回転皿 にのせ,鉛直方向か ら約45°の
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Preliminary experimental system with a sensor head 
including an LED light source and a photodiode, pro-
cessing system including an amplifier, an A/D con-
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Light intensity scattered on the parched coffee berry.


























3)光源 と受光素子 を一体化 した簡単なセンサーで実用化
が可能である.
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